
計 703 600

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

電気通信技術研究開発調査費 12.2 11

情報通信技術研究開発委託費 689.2 587.7

一部、重点要求として別途要求

0.5 0.5

委員等旅費 0.4 0.4

職員旅費

費　目 24年度当初予算 25年度要求 主な増減理由

諸謝金 0.3 0.3

―

- (        -        )
（　①7 ②4

　　　③16 ④1　）
（　①12 ②8

　　　③29 ④1　）

単位当たり
コスト

① 211,289（千円／件）
② 211,289（千円／件）
③ 36,746（千円／件）

算出根拠
平成23年度の執行額（845,154千円）を、平成23年度のそれぞれのア
ウトプットの数で除して算出した。

①特許出願数
②論文掲載数
③研究発表数
④報道発表数

活動実績

（当初見込
み）

件
- -

①4 ②4
③23 ④0

-

活動指標及び活
動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 21年度 22年度 23年度 24年度活動見込

成果目標及び成
果実績

（アウトカム）

23年度
目標値

（　　年度）

研究開発成果の確認には終了後一定の期間を要
するのが通常であることから、「諮問第２号「国の
研究開発評価に関する大綱的指針について」に対
する答申」（平成13年11月28日総合科学技術会
議）に基づき、外部有識者による追跡評価（研究
開発終了後5年後を目処）を行い、成果目標の達
成度合いも含めて評価いただくこととしている。こ
のため、成果実績等については現時点では記載
することが困難。

成果実績 - - - -

達成度

成果指標 単位 21年度 22年度

％ - -

執行率（％） - - 91.5%

執行額 - - 845

- - 923 703 600

703 600

補正予算 -

繰越し等 - - 0 0

- 0 0

計

25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 - - 923

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

平成26年度末までに、以下の技術を実現。
①ネットワーク型BMI技術
・運動障害を有する方や高齢者が、日常生活における車椅子での移動や家電機器等の操作を実現するために、頭の中で考えた動作・意
図をネットワークを活用して１秒以内に推定し車椅子や家電機器等に伝える技術の確立
②脳の動作原理の活用による、省エネで外乱に強いネットワーク制御技術
・省エネ、自律的、強靱の特徴を兼ね備えた広域ネットワークを実現するための、脳の優れた特徴であるゆらぎ制御の仕組みを活かした
ネットワーク制御基盤技術の確立

実施方法 □直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
総務省設置法第4条第75号

関係する計
画、通知等

新成長戦略（平成22年6月閣議決定）
新たな情報通信技術戦略（平成22年6月ＩＴ戦略本部）
第三期科学技術基本計画（平成18年3月閣議決定）

平成23年度科学・技術重要施策アクション・プラン（平成22年7月科学技術
政策担当大臣・総合科学技術会議有識者議員）

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以内）

現在限られた場所でのみ使用可能なBMI技術（脳の情報を解読し、手足・言語を介さず直接機器等を制御する技術）を、ネットワークを活用
することで日常生活においても適用可能とするために必要な技術の研究開発等、脳科学の知見をICTに応用し、高齢者・障がい者（チャレ
ンジド）の社会参加の拡大等のイノベーションを創成する脳情報通信基盤技術の研究開発を行う。

事業開始・
終了(予定）年度

平成23年度～平成26年度 担当課室 技術政策課 研究推進室 室長　松井　俊弘

会計区分 一般会計 施策名 Ⅴ-1 情報通信技術の研究開発・標準化の推進

事業番号 0064

　　　　　　　　　　　　　平成２４年行政事業レビューシート　　　(　総務省　)
事業名 脳の仕組みを活かしたイノベーション創成型研究開発 担当部局庁 情報通信国際戦略局 作成責任者

✓ 



平成２２年行政事業レビュー 平成２３年行政事業レビュー

執
行
等
改
善

指摘を踏まえ、残る研究開発期間においても、引き続き、受託者が外注する際の複数社からの見積り取得の徹底等、さらなる経
費の効率化を実施。また、研究終了フェーズでの一般公開等のアプローチに加え、いつ頃、どの場で、どのような成果を発表して
いくかを意識し事業を推進中。

　※類似事業名とその所管部局・府省名
脳科学研究戦略推進プログラム・文部科学
省／脳情報利用障害者自立支援技術開発
実現プロジェクト・厚生労働省

関連する過去のレビューシートの事業番号

平成24年度行政事業レビュー　公開プロセス結果

１ 評価結果
　一部改善
　（現状維持：２票、一部改善：２票、抜本的改善：２票、廃止：０票）

２ 取りまとめコメント（要旨）
　事業の評価、効率的な執行及び先端の技術開発あるいは基礎研究につながるポジティブなフィードバックができるようにするための学術発表
に留意して取り組むこととする。

上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

補記　（過去に事業仕分け・提言型政策仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）

予算監視・効率化チームの所見

一
部
改
善

事業の評価、効率的な執行及び先端の技術開発あるいは基礎研究につながるポジティブなフィードバックができるようにするた
めの学術発表に留意

○
類似の事業があるか。その場合、他部局・他府省等と適切な役割分担と
なっているか。

－ 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

点
検
結
果

○本施策は、対話が困難な障がい者等の意志を相手に伝えたり、意志により対象物を操作する際の手助けを提供する等の応用が期待される基礎的な
研究開発である。このような手助けは、障がい者等と周囲とのコミュニケーションの充実を図り、高齢者や障がい者の自立支援や社会参加支援に貢献
する技術として実用化による社会的効果が大きいものである。一方、脳の研究を情報通信分野に応用する分野は先端的であり、技術の開発には多くの
時間と資金、リスクを要するため、民間企業や大学、地方公共団体単独では技術を確立していくことは困難である。
○本施策については、総合科学技術会議により重要性を評価され「平成23年度科学・技術重要施策アクション・プラン（平成22年7月）」の対象施策として
登録されており、平成22年政策コンテスト「元気な日本復活特別枠要望」においても事業内容に一定の評価を得た上で予算措置されたものである。
○支出先の選定にあたっては、実施希望者の公募を広く行い、研究提案について外部有識者からなる評価会において評価を行い、最も優れた提案を採
択する企画競争方式により、競争性を担保している。また、支出先における委託経費の執行にあたっては、事前に予算計画書を提出させるとともに、年
度途中及び年度末に委託費の支出に関する証憑書類を提出させ、総務省担当職員が詳細な確認を行うとともに、経理検査補助業務を外部の監査法人
へ依頼し、専門的知見も活用しながら経費の執行の適正性を確保している。
○外部有識者による評価において、着実に成果が得られているとの評価を受けていることから効率的かつ着実に実施している。また、総合科学技術会
議「平成23年度科学・技術重要施策アクション・プラン（平成22年7月）」の対象施策として文部科学省・厚生労働省との連携・分担の下に実施することと
されており効率的かつ着実に実施している。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

活
動
実
績

、
成
果
実
績

○ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。 研究の実施手段については、計画段階及び実施中におい
て、外部有識者による評価を受け、実効性の高いものとなる
よう随時見直しを図っている。
外部有識者による評価において、着実に成果が得られている
との評価を受けているものであり、効率的かつ着実に実施し
ている。なお、特許については出願済みが４件、出願準備中
が３件となっており、当初見込みどおりの技術開発が進んで
いる。
総合科学技術会議「平成23年度科学・技術重要施策アクショ
ン・プラン（平成22年7月）」の対象施策として文部科学省・厚
生労働省との連携・分担の下に実施することとされており効
率的かつ着実に実施している。

○ 適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

○ 活動実績は見込みに見合ったものであるか。

資
金
の
流
れ

、
費

目
・
使
途

○ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。 実施希望者の公募を広く行い、研究提案について外部有識
者からなる評価会において評価を行い、最も優れた提案を採
択する企画競争方式により、競争性を担保している。
委託経費の執行にあたっては、事前に予算計画書を提出さ
せるとともに、年度途中及び年度末に委託費の支出に関する
証憑書類を提出させ、総務省担当職員が詳細な確認を行うと
ともに、経理検査補助業務を外部の監査法人へ依頼し、専門
的知見も活用しながら経費の執行の効率性・適正性を確保し
ている。

○ 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

－ 資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

目
的
・
予
算
の
状
況

○ 広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。 本施策は、高齢者や障がい者の自立支援や社会参加支援に
貢献する技術として実用化による社会的効果が大きいため、
総合科学技術会議「平成23年度科学・技術重要施策アクショ
ン・プラン（平成22年7月）」の登録施策として、重点的に国が
実施すべき事業として明示されている。
不用率について、本件委託研究の採択評価の際、外部有識
者よりコストのさらなる削減についての助言があり、契約段階
で実施計画の見直しを行ったもの。なお、本件による節約効
果は、平成24年度予算においては反映済みである。

○
国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事
業となっていないか。

○ 不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

事業所管部局による点検

評 価 項　　　目 評価に関する説明

－ 新23-0008



※平成23年度実績を記入

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）
（単位：百万

円）

総務省 
８４５百万円 

【公募・委託】 
（応募数：２グループ） 

【公募・委託】 
（応募数：１グループ） 

Ｄ ㈱国際電気通
信基礎技術研究所 

３３４百万円 

Ｇ 積水ハウス㈱ 
 

９９百万円 

Ｅ 日本電信電話㈱ 
 

１２０百万円 

Ｈ 学校法人慶應義塾 
 

４０百万円 

Ｆ ㈱島津製作所 
 

Ａ 国立大学法人 

大阪大学 
Ｂ 日本電気㈱ 

 

Ｃ 日本電信電話
㈱ 

 

【一般競争入札】 
（応札数：３社） 

Ｉ  ㈱シード・プランニング 
４百万円 

【一般競争入札】 
（応札数：５社） 

Ｊ 監査法人ブレインワーク 
０．６百万円 

情報通信技術の委託研究
開発における経理状況検
査に係る業務の請負 

脳情報通信研究開発に係
る倫理・安全面に関する調
査の請負 

Ｋ  総務省職員 
 

０．７百万円 

取得物品の検査、研究開
発に関する会議参加のた
めの職員旅費 

Ｌ  外部委員 
 

０．２百万円 

研究開発に関する会議
に関する委員謝金 

Ｍ  外部委員 
 

０．１百万円 

研究開発に関する会議
参加のための委員旅費 

全体統合、 
脳や生体における
階層構造や適応制
御構造の抽出・解
析 

仮想ｽｲｯﾁｼｽﾃﾑの
設計・開発 

階層化ネットワーク
制御アーキテク
チャ・光トポロジ設
計アルゴリズムの
開発 

全体統合、実験実
施、移動支援機器
の安全制御技術の
開発 
（代表研究機関） 

実環境実験設備・ 
生活支援機器の整
備 

携帯型脳波回路、
準乾式電極の開発 

脳活動データの分
散管理・脳情報解読
の分散手法の設計 

ネットワーク型BMI対
応携帯型脳計測装置
の設計・開発 



0.1

計 120 計 0.1

人件費 研究員 3

金　額
(百万円）

旅費

費　目 使　途

研究開発に関する会議に関する委員旅費

6 謝金 研究開発に関する会議に関する委員謝金 0.2

消費税 消費税 6

費　目 使　途
金　額

(百万円）

その他経費
ソフトウェア製作外注、データ測定
作業外注

旅費

一般管理費 一般管理費 10

職員旅費

334

95

費　目 使　途

物品費

金　額
(百万円）

一般管理費 一般管理費 29 人件費 経理検査補助業務 0.6

人件費 研究員・研究補助員等 101

物品費 備品・リースレンタル等 86 費　目 使　途

ソフトウェア製作外注・データベース
構築支援外注等

102

消費税 消費税 16

リースレンタル

計 74

費　目

0.7

金　額
(百万円）

人件費
脳情報通信研究開発に係る倫理・安全面に関
する調査

4

使　途

費　目 使　途

その他経費

一般管理費 一般管理費 6 消費税 消費税 2

その他経費 ソフトウェア製作外注 64 一般管理費 一般管理費 3

費　目 使　途
金　額

(百万円）
その他経費 測定機部品試作外注・旅費等 10

金　額
(百万円）

物品費 備品・消耗品 25

金　額
(百万円）

消費税 5

I. ㈱シード・プランニング

計

研究員

計 80 費　目 使　途
金　額

(百万円）

H. 学校法人慶應義塾

1

消費税 消費税 4 計 99

人件費 研究員 16 消費税

一般管理費 一般管理費 7 人件費

実験用装置製作外注・実験環境構築工事外注
等

53

物品費 備品・リースレンタル 21 一般管理費 一般管理費 9

その他経費 ソフトウェア製作外注・旅費

B. 日本電気㈱

費　目 使　途
金　額

(百万円）

費　目 使　途

費　目 使　途
金　額

(百万円）
その他経費

計 36 G. 積水ハウス㈱

計 56

消費税 消費税 2 物品費 モジュール試作用部品・リースレンタル 2

一般管理費 一般管理費 3 消費税 消費税 3

その他経費 試験システム外注・旅費等 9 一般管理費 一般管理費 5

人件費 研究員 9 人件費 研究員 17

物品費 備品・消耗品等 13 その他経費 ソフトウェア製作外注・旅費等 29

A.　国立大学法人大阪大学 F. ㈱島津製作所

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロック
ごとに最大の金
額が支出されて
いる者について
記載する。費目
と使途の双方で
実情が分かるよ

うに記載）

消費税 消費税 4

D. ㈱国際電気通信基礎技術研究所

計

E. 日本電信電話㈱

物品費 実験用備品・消耗品等 3132

C. 日本電信電話㈱

M. 外部委員

計 0.2

L. 外部委員

計 0.7

金　額
(百万円）

40

K. 総務省職員

計 0.6

J. 監査法人ブレインワーク

計 4



支出先上位１０者リスト
A.

B.

C.

D.

E.

F.

G.

H.

I.

J.

3
2

1 国立大学法人大阪大学
脳の仕組みを活かしたイノベーション創成型研究開発（脳の動作原理の
活用による省エネで外乱に強いネットワーク制御基盤技術）

36 公募・委託 -

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

落札率支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数

3
2

334 公募・委託 -1
㈱国際電気通信基礎技術研
究所

脳の仕組みを活かしたイノベーション創成型研究開発（高精度脳情報セ
ンシング技術・脳情報伝送技術、実時間脳情報抽出・解読技術　及び　脳
情報解読に基づく生活支援機器制御技術）

入札者数 落札率支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

3
2

1 日本電信電話㈱
脳の仕組みを活かしたイノベーション創成型研究開発（脳の動作原理の
活用による省エネで外乱に強いネットワーク制御基盤技術）

74 公募・委託 -

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 日本電気㈱
脳の仕組みを活かしたイノベーション創成型研究開発（脳の動作原理の
活用による省エネで外乱に強いネットワーク制御基盤技術）

80 公募・委託 -

2
3

1 日本電信電話㈱
脳の仕組みを活かしたイノベーション創成型研究開発（高精度脳情報セ
ンシング技術・脳情報伝送技術、実時間脳情報抽出・解読技術　及び　脳
情報解読に基づく生活支援機器制御技術）

120 公募・委託 -

2
3

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 ㈱島津製作所
脳の仕組みを活かしたイノベーション創成型研究開発（高精度脳情報セ
ンシング技術・脳情報伝送技術、実時間脳情報抽出・解読技術　及び　脳
情報解読に基づく生活支援機器制御技術）

56 公募・委託 -

2
3

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 積水ハウス㈱
脳の仕組みを活かしたイノベーション創成型研究開発（高精度脳情報セ
ンシング技術・脳情報伝送技術、実時間脳情報抽出・解読技術　及び　脳
情報解読に基づく生活支援機器制御技術）

99 公募・委託 -

2
3

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 学校法人慶應義塾
脳の仕組みを活かしたイノベーション創成型研究開発（高精度脳情報セ
ンシング技術・脳情報伝送技術、実時間脳情報抽出・解読技術　及び　脳
情報解読に基づく生活支援機器制御技術）

40 公募・委託 -

2
3

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 ㈱シード・プランニング 脳情報通信研究開発に係る倫理・安全面に関する調査 4 3 100%

2
3

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 監査法人ブレインワーク 情報通信技術の委託研究開発における経理状況検査に係る業務 0.6 5 69%

2
3



K.

L.

M.

支　出　先 業　務　概　要 支　出　額 入札者数 落札率
1 総務省職員 職員旅費 0.7 - -
2

支　出　先 業　務　概　要 支　出　額 入札者数 落札率
1 外部委員 研究開発に関する会議に関する委員謝金 0.2 - -
2

支　出　先 業　務　概　要 支　出　額 入札者数 落札率
1 外部委員 研究開発に関する会議に関する委員旅費 0.1 - -
2


